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認定情報
認定情報

FCC 情報

電子テス ト機器は米国の Part 15 準拠 (FCC) から免除されています。 しか

しながら、 準拠確認試験はほとんどの EXFO 機器に系統的に実行されてい

ます。

情報

電子テス ト機器は欧州連合における EMC 指令の対象になり ます。 IEC 
61326-1 規格は、 実験室、 測定、 および制御装置の排出と免疫性の要件の

両方を定めます。 この装置は、 欧州連合の指令と基準に沿った大規模なテ

ス ト を受けています。
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1 FTB-5500Bのご紹介

主要な機能

偏波モード分散 (PMD) は、 物質の複屈折特性によ り ファ イバーもし くはデ

バイスに沿って伝播される光の分散のこ とです。 この分散は偏波の 2 つの

主要な状態に遅延を引き起こします。

FTB-5500B は IEC と TIA が承認した干渉法を最大限利用して、 速くて、 現

場で証明済みの装置を提供するもので、 ほとんどどんな状況にも対応でき

ます。 この装置は、 FLS-5800 CD/PMD アナライザソース と共に使われるも

ので、 200 km よ り長いリ ンクを測定するこ とに関して市販されている中

で最も良いダイナミ ッ クレンジを特徴と しています。 偏波モード分散アナ

ライザ は O+C+L の帯域幅をカバーします。

FTB-5500B は長距離用アプリ ケーシ ョ ンに 50 dB よ り高いダイナミ ッ クレ

ンジ、 長期モニタ リ ングで複数の測定能力、 そして DWDM システムファ

イバー証明に概算で二次の PMD を提供します。
偏波モード分散アナライザ 1



FTB-5500B のご紹介

一般的な用途
FTB-5500B 偏波モード分散アナライザは、 完全な PMD アナライザシステ

ムです。 それは、 国際的に認識された干渉法を使用するこ とで PMD を測

定します。 偏波モード分散アナライザ はフ ィルタ リ ングなしで完全なソー

スの波長範囲において PMD を平均化し、 すべてのソースパワーを PMD 測

定のために残します。 完全なダイナミ ッ クレンジは、 長いファイバースパ

ンをテス トするために利用可能なままで残っています。 それは、 速い測定

時間のおかげで小さい振動に耐えるこ とができ、 信頼できる測定を実行す

るための特別な環境設定をまった く必要と しません。

一般的な用途

また、 偏波モード分散アナライザはエルビウム添加のファイバーアンプ 
(EDFA) を通して送信された信号を分析し、 総 PMD 値を全体のリ ンクに提

供できます。

ポートハンドル

FTB-5500B

PMD
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FTB-5500B のご紹介

基本的な偏波モード分散理論
基本的な偏波モード分散理論

分散現象は多くの非強度依存性の物理的発生と して説明されています。 こ

れは結果的に直接の信号ロスにつながり ます ( デジタルシステムにおける

パルス拡大普及または時間変動、 およびアナログシステムにおけるひずみ

)。 PMD は重要なタイプの信号分散です。 非反復性のリ ンクの距離が増加

したために通信速度を上げる と、 PMD がシステムの性能をかなり減少させ

ます。

PMD のインパク ト をよ り理解するために、 波のプレート を通り抜けるパル

スの例を考えてください。 波のプレートに入る とすぐにパルスは、 プレー

トの 2 本の複屈折の各軸 ( 速い軸と遅い軸と して知られている ) に合わせ

た偏波コンポーネン トに分解されます。 異なったグループ速度で独自に波

のプレート を通って伝播するこれらのコンポーネン トは、 2 つのパルスの

重ね合わせがやがて分かれるため、 波のプレートの端で再結合します。

これらのパルス間の遅延が、 微分群遅延差 (DGD) と して指定され、  と

して記述されます。 ガウス分布について、 rms 幅  の非チャープ入力パ

ルス、 出力の rms 幅は以下によ り与えられます。

20
2r0r0  2

こ こにおいて  は、 複屈折軸の 1 つに出された入力パルスエネルギーの分

数です。 

最悪の拡大は、 信号が完全に 2 つ (r  = 1/2) に分けられたと きに起こ り ま

すが、 発信された信号の偏波入力状態 (SOP) が複屈折軸の 1 つに合致した

場合は、 拡大は起こ り ません。

この例を一般化するため、 長くて弱い複屈折のテレコ ミ ュニケーシ ョ ン 
ファ イバーを、 多くの、 ランダムに指向された複屈折の波のプレート と し

て考えてみてください。 2 枚の波のプレートの間の各インターフェースは、

その後の波のプレートにある両方の軸に沿って光エネルギーを再配分しま

す。 このエネルギー伝達はモードカップ リ ングと呼ばれます。
偏波モード分散アナライザ 3



FTB-5500B のご紹介

基本的な偏波モード分散理論
長いファイバでは、 多数のモードカップ リ ングのイベン トがファ イバ長に

沿って起こ り ます。 そのため、 出力端から出て来る光は異なった遅延を持

つ多くのパルスの重ね合わせになり ます。 それにもかかわらず、 どの光周

波数においても、 常に 2 つの直交している入力の主要な偏波状態 (PSP) 
を見るこ とができます。 そのため、 入力 PSP と同じ入力 SOP を持つ光パ

ルスは拡大しません。 単一の波のプレートの場合、 PSP は 2 本の複屈折の

軸になり ますが、 連結した波のプレートの場合、 入力 PSP も出力 PSP の

どちらの PSP も、 どこにおいても複屈折の軸の整列に対応しません。

波のプレートの場合とは逆に、 長いファ イバの DGD と PSP は波長に依存

し、 温度や外部の機械的制約といった環境の変化の結果、 時間の経過と も

に変動します。 その動きは、 所定の時間の波長の関数と しても、 また所定

の波長における時間の関数と しても、 その両方においてランダムなものに

なり ます。 幸い、 統計的にこの動きを特徴付けるこ とができます。  の確

率密度関数はマッ クスウェル分布とな り、 定義的に、 PMD はその rms 値

です。 すなわち､

PMD = DGD

注記 : PMD は時に DGD の平均値と して定義されます。 このためマッ クスウェル

分布では、 rms 定義よ り 17% 低い値がもたら されます。

平均が に対して計算されるなら、 PMD はやがて安定しますが、 ただし

平均のウインド ウが十分大きい (>> 1) こ とが条件とな り ます。 
4 FTB-5500B



FTB-5500B のご紹介

基本的な偏波モード分散理論
DGD は時間の経過と共に変動し、 その rms 値または PMD よ り よ り小さ く

なった り、 または大き くなった りする、 という こ とを忘れてはいけませ

ん。 これは、 パルス  ( 情報ビッ ト ) が拡大して、 最終的に受信機が効率的

に情報を解読する能力が損なわれる、 とい う統計的確率をもたらします。

この不利な PMD 効果は、 高ビッ ト伝送速度情報の伝達を制限する という

重大な現象にな り ます。

長いファイバの PMD の場合には、 入力 PSP と呼ばれる特定の状態があ り

ます。 この状態では、 信号の入力 SOP が軸の 1 つに対して整列する と き、

それは信号の拡大やひずみなしでファ イバを通して伝播します。 この現象

は、 この特定の入力 SOP と定義され、 出力 SOP は光周波数から独立しま

す。 こ こでもまた、 信号が両方の入力 PSP の間で等し く分けられる と、 最

悪の事態が起こ り ます。

モード間のエネルギーのランダムなカップ リ ングを持つ長い電気通信ファ

イバの場合 ( すなわち､ L >> h で、 h がカップ リ ング長 )、 PMD は距離の

平方根と して大き くな り ますが、 強い HiBi ファ イバの PMD ( 無視できる

モードカップ リ ング ) は距離に直接比例します。 したがって、 無視できる

モードカップ リ ングの PMD 係数が ps/km と して表されますが、 ランダム

モードのカップ リ ングの PMD 係数は ps/km1/2 と定義されます。
偏波モード分散アナライザ 5



FTB-5500B のご紹介

表記法
表記法

本書に記載される製品をお使いになる前に、 次の表記法を理解しておいて

ください。

警告
潜在的な危険状況が存在し、危険を回避しない場合、死亡または重傷を

招くおそれがあります。必要条件を理解し、それらを満たすまでは使用

を中止してください。

注意
潜在的な危険状況が存在し、危険を回避しない場合、軽傷または中程度

の傷害を招くおそれがあります。必要条件を理解し、それらを満たすま

では使用を中止してください。

注意
潜在的な危険状況が存在し、危険を回避しない場合、部品の損傷を招く

おそれがあります。必要条件を理解し、それらを満たすまでは使用を中

止してください。

重要
本製品について、見過ごしてはならない情報のことを指しています。
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2 安全情報

本装置は、 IEC 60825-1 および 21 CFR 1040.10 規格に準拠したク ラス 1 の

レーザー製品です。 出力ポートからレーザー光線に暴露する恐れがあ り ま

す。

以下のラベルは、 製品にク ラス  1 のレーザー光源が含まれるこ とを示して

います。

警告
光源の動作中は、光ファイバの取り付けまたは終端処理を行わないでく

ださい。常に目を保護するようにし、ライブファイバの中を覗きこまな

いでください。

警告
本書に記載される以外の制御、調整、または手順を実施すると、危険な

レーザー光線にさらされたり、本装置で提供される安全保護を損なう恐

れがあります。
偏波モード分散アナライザ 7





3 偏波モード分散アナライザを使い
始めるにあたって

テストモジュールの取り付けおよび取り外し

注意
FTB-500 の電源がオンの間は、モジュールの取り付けまたは取り外しを

行わないでください。モジュールと装置のどちらにも、直接かつ修復不

可能な損害を招きます。

警告
レーザー安全 LED ( )  が FTB-500 上で点滅している場合、少なくとも 
1 つのモジュールが光信号を発していることを意味します。現在使用中

のモジュールとは限らないため、すべてのモジュールを確認してくださ

い。
偏波モード分散アナライザ 9



偏波モード分散アナライザを使い始めるにあたって

テス トモジュールの取り付けおよび取り外し
FTB-5500B にモジュールを取り付けるには :

1. ToolBox ( ツールボッ クス ) を終了して装置の電源をオフにします。

2. FTB-500 の右パネルがユーザーの正面を向く よ うにします。

3. 下記に示すよ うに、 コネク タピンが奥側になるよ うにモジュールを配

置します。

識別シールが上向きで、 コネクタピンが止めネジの穴の右側になって

いる必要があ り ます。

4. 装置のモジュールスロ ッ トの溝に、 モジュールの突き出ている端を挿

入します。

5. 止めネジがレセプタクルの筺体と接触するまで、 スロ ッ トの一番奥ま

でモジュールを押し込みます。

6. FTB-500  の左パネルがユーザーの正面を向く よ うにします。

突き出ている端が

下側に

識別シールが上向きに

コネクタピ

ンが奥側に
止めネジの穴が

奥側に

FTB-500 の右パネル
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偏波モード分散アナライザを使い始めるにあたって

テス トモジュールの取り付けおよび取り外し
7. モジュールを軽く押しながら、 止めネジを右回りに締めます。

これによ り、 モジュールは 「固定」 されます。

装置の電源をオンにする と、 起動シーケンスによ りモジュールが自動的に

検出されます。

止めネジのノブを右回りに

締める

FTB-500 の左パネル
偏波モード分散アナライザ 11



偏波モード分散アナライザを使い始めるにあたって

テス トモジュールの取り付けおよび取り外し
FTB-500 ト フォームからモジュールを取り外すには :

1. ToolBox ( ツールボッ クス ) を終了して、 装置の電源をオフにします。

2. FTB-500 の左パネルがユーザーの正面を向く よ うにします。

3. コインを使って止めネジを左回りに緩めます。

モジュールがスロ ッ トからゆっ く り解放されます。

4. FTB-500 の右パネルがユーザーの正面を向く よ うに します。

止めネジのノブを左回りに

緩める

FTB-500 の左パネル
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偏波モード分散アナライザを使い始めるにあたって

テス トモジュールの取り付けおよび取り外し
5. モジュールの側面またはハンドルを持って ( コネク タ )、 引き出しま

す。

6. 付属の保護カバーで空きスロ ッ ト を閉じます。

注意
空きスロットに保護カバーを取り付けないと、通気の問題が生じます。
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偏波モード分散アナライザを使い始めるにあたって

アプリ ケーシ ョ ン偏波モード分散アナライザの起動
アプリケーショ ン偏波モード分散アナライザの起動

注記 : FTB-5500B モジュールの設定および制御は、 IQSManagerToolBox ( ツール

ボッ クス ) の詳細については、 FTB-500 ユーザーガイ ドを参照して くださ

い。

アプリケーシ ョンを起動するには :

1.  メ インウインド ウ、 使用するモジュール。

選択されたモデルが、 青色にハイライ ト されます。

2. Module Applications ( モジュールアプリ ケーシ ョ ン ) ボッ クスの該当

するボタンをク リ ッ ク します。
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偏波モード分散アナライザを使い始めるにあたって

アプリ ケーシ ョ ン偏波モード分散アナライザの起動
メ インウ ィ ンド ウ （下の画像） には、 偏波モード分散アナライザを制御す

るために必要なすべてのコマンドが含まれています。

ファンク

ションボ

タン

データ

表示

タイトル

バー

ステータ

スバー

ズームコントロール

パワーレベルイ

ンジケータ

エクスポートコントロール

開始 / 停止

ボタン

測定セレクタ しきい値インジケータは、

測定が値を超えたかどうか

を示します。
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偏波モード分散アナライザを使い始めるにあたって

アプリ ケーシ ョ ン偏波モード分散アナライザの起動
データ表示

データ表示セクシ ョ ンはグラフと結果表の両方を表示します。 グラフは遅

延機能と して信号強度のト レースを示します。 表は測定セレク タで指定さ

れた測定に関連する情報と結果を示します。

パーセンテー

ジによる信号

強度

ピコ秒での

PMD 時間遅延

測定セレクタ
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偏波モード分散アナライザを使い始めるにあたって

アプリ ケーシ ョ ンの終了
ステータスバー

メ インウ ィ ンド ウの一番下にあるステータスバーは、 の現在の稼働ステー

タスを示します FTB-5500B。

XX FTB-7000 OTDR XX の自動化またはリモート制御についてのよ り詳細な

情報は FTB-5500B、 お手持ちのプラ ッ ト フォームユーザーガイ ドを参照し

て ください。
y

アプリケーショ ンの終了

現在使用していないアプリ ケーシ ョ ンを閉じるこ とで、 システム メモ リ を

解放できます。

メインウィンドウからアプリケーシ ョンを閉じるには :

メ インウ ィ ンド ウの右上角の  をク リ ッ ク します。

または

ファンクシ ョ ンバーの下の Exit ( 終了 ) ボタンをク リ ッ ク します。

現在の日付および時刻

ローカル : モジュールは、ローカルからのみ制御さ

れます。

リモート : モジュールはリモートから制御されます

が、ローカルコマンドも使用できます ( 一部製品の

電池インジケータ

制御モード
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4 偏波モード分散アナライザの設定
偏波モード分散アナライザで提供される数多くの機能は、 Windows 互換

の ToolBox ソフ ト ウェアから制御できます。 FTB-500 の詳細については、

FTB-500 のユーザーガイ ドを参照して ください。

自動ファイバ名形式の定義

新しい取得を行うたびに、 既に定義されたパターンに応じて、 ファ イバ名

が自動的に変更されます。 この名前は、 静的な部分 （プレフ ィ ッ クス） と

増分される変数部分で構成されます。

注記 : ファ イバ名は測定情報ユーティ リ ティから後で修正できます。 詳細は、 果

に文書を付けるページ 56 を参照して ください。

ファイバ名の形式を定義するには :

1. メ インウ ィンド ウで Parameters ( パラ メータ ) タブを選択します。

2. Fiber Auto Naming ( ファ イバ自動名前付け ) パネルから、 必要性に応

じて様々なパラ メータを設定して ください。

ファイバ 識別番号を構成するケタ数。

次のファイバー名を作るためにファイバ識別番号

に追加される数値。

ファイバ識別番号指定された増加値に従って

変化するでしょう。

ファイバ名の数のすぐ前に

表示されます。
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偏波モード分散アナライザの設定

PMD 値と係数しきい値をカスタマイズ
PMD 値と係数しきい値をカスタマイズ

偏波モード分散アナライザで、 結果が予想通りであるか、 あるいは指定し

た制限値を超えているかど うか判断するための PMD と係数値を指定でき

ます。

注記 : 偏波モード分散アナライザであらかじめ定義されているしきい値を変更し

たり、 削除できません。

新しいしきい値を追加するには :

1. ボタンバーで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク します。
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偏波モード分散アナライザの設定

PMD 値と係数しきい値をカスタマイズ
2. のパネルから Add ( 追加 ) をク リ ッ ク して ください。

または

PMD Coefficient (PMD 係数 ) のパネルから Add ( 追加 ) をク リ ッ ク し

て ください。

3. PMD Value (PMD 値 ) のリ ス トから、 付け加えられたばかりのしきい

値を選択して ください。

または

PMD Coefficient ( 係数 ) のリ ス トから、 付け加えられたばかりのしき

い値を選択して ください。

4. 必要性に従って、 Name ( 名前 ) と Value ( 値 ) のボッ クスに記入して

ください。

注記 : 次回取得を行う時にこの新しい値を  偏波モード分散アナライザに使用させ

たい場合、 メ インウインド ウの Parameters ( パラ メータ ) のタブからそれ

を設定しなければなり ません ( 取得パラ メータの設定ページ 24 を参照 )。

現在のしきい値

( 黒丸が先頭に

置かれる )
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偏波モード分散アナライザの設定

PMD 値と係数しきい値をカスタマイズ
既存ファイルを開くには :

1. ボタンバーで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク します。

2. PMD Value (PMD 値 ) のリ ス トから、 削除されるしきい値を選択して

ください。

または

PMD Coefficient (PMD 係数 ) のリ ス トから、 修正されるしきい値を選

択して ください。

3. 必要に応じて、 Name ( 名前 ) と Value ( 値 ) のボッ クスの内容を修正

してください。

注記 : 次回取得を行う時にこの新しい値を  偏波モード分散アナライザに使用させ

たい場合、 メ インウインド ウの Parameters ( パラ メータ ) のタブからそれ

を設定しなければなり ません ( 取得パラ メータの設定ページ 24 を参照 )。
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偏波モード分散アナライザの設定

PMD 値と係数しきい値をカスタマイズ
既存のしきい値を削除するには :

1. ボタンバーで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク します。

2. PMD Value (PMD 値 ) のリ ス トから、 削除されるしきい値を選択して

ください。

または

PMD Coefficient (PMD 係数 ) のリ ス トから、 削除されるしきい値を選

択して ください。

3. Delete ( 削除 ) をク リ ッ ク して ください。

メ インウインドウへ戻るには :

ボタンバーで Exit Setup ( 設定終了 ) をク リ ッ ク します。
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偏波モード分散アナライザの設定

取得パラ メータの設定
取得パラメータの設定

FTB-5500B は単一と複数の取得をファ イバーに実行するこ とを可能にしま

す。 選択した取得のタイプにかかわらず、 測定の間に考慮に入れられるべ

きパラ メータを定義しなければなり ません。 パラ メータは、 の電源をオフ

にしても メモ リ内に保持されます FTB-500。

これらのパラ メータには以下があ り ます :

パラメータ 詳細

ファ イバ長 PMD 係数計算に使用されるため強制的なパラ メータになり ま
す。 入力された値は 0.001 km (1 m) 以上でなければなり ませ
ん。

ファ イバタイプ 次のいずれかの種類に設定する必要があ り ます。

 Telecom; 強カップ リ ングと しても知られます。 現場で直接
作業する場合は、 恐ら く このファ イバの種類を使用します。

 Polarization-Maintaining; 強カップリ ングと しても知られ
ます。

注記 : 特定のファイバの種類で取得された ト レースを、

後で異なるファ イバの種類で再解析するこ とはで

きません。

波長 次のいずれかの値に設定する必要があ り ます。

 C と L の帯域は 1460 nm から 1675 nm の範囲をカバーしま
す。

 O、C、L の帯域は 1260 nm から 1675 nm の範囲をカバーし
ます。

注記 : O、 C、 L 帯域のオプシ ョ ンを選択する と、 偏波

モード分散アナライザが PMD データを取得する

のが遅くな り ます。

PMD 値と係数のしきい
値

特定の限界の中に結果があるかど うかを判断するための比較値
と して機能します。
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偏波モード分散アナライザの設定

取得パラ メータの設定
結果保存 以下の可能性を提供 :

 Keep Files in Memory ( メモ リ をファ イルに保持 ) を使う
と、 データ処理目的 ( 例えば、 統計 ) でメモ リに結果を一
時保存できます。 しかしながら、 ファ イルがメモ リに増え
れば増えるほど、 アプリ ケーシ ョ ンはよ り遅くなるでし ょ
う。 むしろ、 自動的に結果を保存して、 後でそれを処理す
るほうが良いでし ょ う。

 測定後の自動保存 : このオプシ ョ ンを選択する と、 アプ リ
ケーシ ョ ンは自動的にすべての取得を保存します。 メモ リ
が飽和状態になるのを避けるために複数の測定を取る と き
に、 特に役に立ちます。 また、 手動で ト レースを保存する
こ と も可能です ( 結果ファイルの保存ページ 62 を参照 )。

 自分自身のプレフ ィ ッ クスを定義するこ と も可能です。 こ
れは新しいファイルが作成されている と きに、 自動ファイ
ル名の静的な部分と して使用されます。

ファ イルは以下の形式で自動的に名前が付けられます :

デフォルトのプレフ ィ ッ クスは FILE です。

パラメータ 詳細

FILE_2002_12_10_10_25_14.pmdB

日付 
(YYYY_MM_DD)

プレフィックス

結果ファイ

ル拡張子

時間 (HH_MM_SS)
偏波モード分散アナライザ 25



偏波モード分散アナライザの設定

取得パラ メータの設定
取得パラメータを設定するには :

1. メ インウ ィ ンド ウで Parameters ( パラ メータ ) タブを選択します。

2. Fiber Parameters ( ファ イバパラ メータ ) のパネルから、 ファ イバ長、

ファ イバタイプ、 そして波長を設定します。

重要
選択された波長 ( 帯域幅 ) が、光源に使用される波長と互換性があるこ

とを確認してください。
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偏波モード分散アナライザの設定

取得パラ メータの設定
3. のパネルから PMD Threshold (PMD しきい値 ) および / も し くは

Coefficient Threshold ( 係数しきい値 ) のリ ス ト を選択し、 PMD およ

び / も し くは係数値を設定してください。

注記 : P または Coefficient Threshold ( 係数しきい値 ) のボッ クスの内容を修正

したい場合は、 PMD 値と係数しきい値をカスタマイズページ 20 を参照し

て ください。

4. データ保管パラ メータを設定して ください。

今設定したパラ メータが、 新しい取得をした際にも使用されるでし ょ う。
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偏波モード分散アナライザの設定

1 つのファイバに複数の取得の準備をする
1 つのファイバに複数の取得の準備をする

複数の測定モードでは、 同じファ イバ対して測定回数とそれらのファイバ

間の遅延を定義するこ とによって複数の取得をするこ とができます。 ス

テータスバーの左の部分は、 次の測定までに残っている時間を示します。

特定のファ イバに得られた結果が、 同じファ イルまたは異なったファイル

に保存できます。 新しい結果を既存のファイルに追加するこ と も可能で

す。

このモードを使用するには、 複数の取得のみに固有のパラ メータのみなら

ず、 一般的な取得パラ メータも定義しなければなり ません。

重要
特定のファイバに設定されたパラメータが、すべてのファイバに適用さ

れない可能性もあるので、複数の測定モードのテストにおける 2 つの取

得の間ではテストファイバを変えないでください。

1 ファイルあた

り 1 つの取得

同じファイルにおける

すべての取得
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偏波モード分散アナライザの設定

1 つのファイバに複数の取得の準備をする
ファイバに複数の取得の準備をするには :

1. メ インウ ィ ンド ウで Parameters ( パラ メータ ) タブを選択します。

2. 取得パラ メータの設定ページ 24 に説明されているよ うに、 一般的な取

得パラ メータを設定して ください。

3. Measurement Parameters ( 測定パラ メータ ) のパネルから、 Use 
Multiple-Measurements Mode ( 複数測定モードを使用 ) を選択して

ください。

4. のパネルから、 Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク してパラ メータを設定して く

ださい。
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偏波モード分散アナライザの設定

1 つのファイバに複数の取得の準備をする
 ボッ クスで、 同じファ イバに対して偏波モード分散アナライザが

行う測定回数を指定してください。

 Measurement Interval ( 測定間隔 ) ボッ クス  (h、 m、 s で、各測定

の間の遅延を指定してください。

 誤りが生じた際に、 アプ リ ケーシ ョ ンからプロンプ トが出るよ う

にするには、 ダイアログボッ クスから Show Error Message After 
Measurement ( 測定後にエラーメ ッセージを表示 ) のチェッ ク

ボッ クスを選択して ください。 しかしながら、 このオプシ ョ ンで

は、 だれかがメ ッセージを承認するまでアプ リ ケーシ ョ ンが現在

のテス ト を中断させるので、 注意して ください。

 特定のファ イバに関係しているすべての結果を同じファ イルに保

存したい場合は、 Save in Same File ( 同じファ イルに保存 ) の
チェッ クボッ クスを選択して ください。

新しい結果を既存のファ イルに追加したい場合も、 同じこ とをし

て ください。 そして、 テス ト を始める前に希望のファイルが開いて

いるこ とを確認して ください。 結果ファ イルを開く こ とに関する

詳しい情報は、 取得結果と情報を表示ページ 42 を参照して くださ

い。

5. 完了したら OK をク リ ッ ク して、 新しい設定を確認するか、 Cancel (
キャンセル ) をク リ ッ ク して変更を破棄して ください。

今、 設定したパラ メータが、 新しい取得をした際にも使用されるでし ょ

う。
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偏波モード分散アナライザの設定

測定の平均化
測定の平均化

極度の精度を必要とする と きは、 1 つの偏波変換器をソース出力ポートに

置き、 も う 1 つを受信機入力ポートに追加して、 平均測定モードを使用し

ます。

このテス トモードは干渉エンベロ ップをいくつかの状態で平均化します。

これによ り非常に正確な測定が可能になり ます。 このモードを使用する場

合、 テス トする偏波状態の数に対応する測定数 ( スキャン数 ) を提供しな

ければなり ません。

測定を平均化するには :

1. メ インウインド ウから、 Parameters ( パラ メータ ) タブをク リ ッ ク

し、 Use Averaging-Measurements Mode ( 測定平均化モードを使用 )
のチェッ クボッ クスを選択して ください。

2. Measurement Count ( 測定カウン ト ) のボッ クスで、 平均化過程で実

行される測定の数を入れてください。
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5 偏波モード分散アナライザの操作

 EXFO ユニバーサル ・ インタフェース (EUI) の取り
付け

EUI 固定ベースプレートは、 APC ( 斜め ) 研磨または UPC ( 斜めではない ) 
研磨に対応したコネク タ向けに用意されています。 ベースプレート を囲う

緑色の縁は、 APC タイプのコネクタであるこ とを示しています。

EUI コネクタアダプタを UI ベースプレートに取り付けるには :

1. 防塵キャ ップが下向きに開く よ うに、 EUI  コネクタアダプタを持ちま

す。

2. 防塵キャ ップを閉じて、 コネク タアダプタをしっかり握り ます。

3. コネクタアダプタをベースプレートに挿入します。

4. しっかり押さえながら、 コネク タアダプタを右回りに締め、 ベースプ

レート上に固定させます。

金属板

( または青色の縁 )
は UPC オプショ

ンを示す

緑色の縁は

APC オプショ

ンを示す

2 3 4
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偏波モード分散アナライザの操作

測定用ハードウェアの設定
測定用ハードウェアの設定

PMD を FTB-5500B で測定するには、 FLS-110P 光源または FLS-5800 
CD/PMD アナライザ光源 ( よ り大きいダイナミ ッ クレンジを提供 ) を使用

するこ とを EXFO は、 お奨めします。 第三者光源を使用する場合には、 第

三者広帯域光源の使用ページ 99 を参照して ください。

取得する前に、 適切にハード ウェアを準備しなければなり ません。

FLS-5800 CD/PMD アナライザ光源で測定するハードウェアを設定するに
は :

1. 使用されるコネクタを掃除して品質を確かめてください。

2. 以下に示すよ うにテス ト されるデバイス  (DUT) に接続してください。

3. FLS-5800 CD/PMD アナライザをオンにします。

4. C 帯域幅を選択してください。

5. ソースをオンにして ください。

注記 : FLS-5800 の詳細な情報については、 FLS-5800 CD/PMD アナライザ光源の

ユーザーガイ ド  ( 製品同梱 ) を参照して ください。

DUT

CD/PMD アナライザ光源FLS-5800 

入力

On/Off 帯域 C/L

設定

有効
アウト

FTB-5500B

PMD
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偏波モード分散アナライザの操作

測定用ハードウェアの設定
FLS-110P 光源を使用した測定用のハードウェアを設定するには :

1. 使用されるコネクタを掃除して品質を確かめてください。

2. 以下に示すよ うにテス ト されるデバイス  (DUT) に接続してください。 

3. FLS-110P の装置をオンにして ください。 .

4. CW モードで光を放っているこ とを確認するため CW を押して くださ

い。

DUT

FTB-5500B

PMD
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偏波モード分散アナライザの操作

測定用ハードウェアの設定
5. 適切な場合、 C 帯域幅を選択してください。

6. FLS-110 光源のサプライインジケータが点滅している場合、 Auto Off (
自動オフ ) を押して、 Auto Off モードを無効にして ください。 この

モードが有効なままで残っている と、 光源はテス トの間、 光を放つの

を止めるこ とがあ り ます。

7. ソースをオンにして ください。

8. 最も高い出力パワーを選択するには High ( 高 ) を押して ください。

HIGH LED ( 高い赤 ) ライ トが点灯します。

注記 : 低出力パワーを使用できますが、 PMD の精度が影響を受けるでし ょ う。

注記 : FLS-110P の詳細な情報については、 FLS-110 光源のユーザーガイ ド  ( 製品

同梱 ) を参照して ください。
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偏波モード分散アナライザの操作

ト レースの取得
ト レースの取得

偏波モード分散アナライザでは、 特定の光ファ イバ上の単一または複数の

ト レースを取得できます。 各獲得の後で結果が表示されます。 これはつま

り、 複数測定モードで実行される取得の数と して 5 を入力する と、 グラフ

とグ リ ッ ドの内容が、 5 回新しい結果と共にアップデート される という こ

とです。

PMD を測定するよ うに設計された多くのデバイスが、 干渉法に基づいてい

ます。 この方法は、 得られた曲線がガウス分布に対応している と想定した

ものです。 偏波モード分散アナライザの特許取得済みデザインは、 新しい

アプローチを提案します。

2 つの方法の間にリ ンクを作れるよ う、 アプ リ ケーシ ョ ンはガウス分布の

適格因数を提供します。 この因数に、 取得された PMD 値を掛ける と、 ガ

ウス分布ベースのアプローチで得られる値が出ます。

取得を開始するには :

1. 取得パラ メータの設定ページ 24 で説明されているよ うに取得パラ メー

タを設定して ください。

2. ファ イバ (DUT) が適切に接続されて、 設定が適切であ り、 かつソース

が有効になっているこ とを確かめてください。

3. ボタンバーで Start ( 開始 ) をク リ ッ ク して、 測定シーケンスを開始し

ます。
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偏波モード分散アナライザの操作

ト レースの取得
測定が完了する と、 グラフ とグ リ ッ ドの両方で新しい PMD 結果が表示さ

れます。

しきい値インジケータは、

測定が値を超えたかどうか

を示します。
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偏波モード分散アナライザの操作

空値測定の実行
空値測定の実行

この機能で、 FTB-5500B のオフセッ ト空値化を実行できます。 この操作の

間、 光が偏波モード分散アナライザの検出器ポートに達してはいけませ

ん。 

FTB-5500B を FTB-500 に挿入した瞬間から、 アプリ ケーシ ョ ンは空値化を

促します。 

EXFO は、 表示レベルの精度を確保するため、 入力パワーを認証する前に

空値測定をするよ う推奨します。 .

空値測定を実行するには :

1. メ インウ ィ ンド ウで Parameters ( パラ メータ ) タブを選択します。

Nulling ( 空値化 ) をク リ ッ ク して、 スク リーン上の指示に従ってくだ

さい。

2. 空値化が完了したら、 Close ( 閉じる ) をク リ ッ ク して ください。
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偏波モード分散アナライザの操作

入力パワーレベルの表示
入力パワーレベルの表示

パワーレベルのインジケータは、 入力ポートで検出された入力信号の強度

を見積もる際に視覚的な助けにな り ます。 取得中を除き、 インジケータは

スク リーンの下部で常に目に見えたままで残っています。

パワーレベルのよ り正確な読み取り を確実にするために、 EXFO はまず空

値化を実行するこ とをお奨めします ( 空値測定の実行ページ 39 を参照 )。
入力パワーレベルは緑色の領域になければなり ません。
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6 結果の管理
FTB-5500B では、 2 種類の結果に対して作業できます。

 新し く取得した結果

 既存ファ イルから読み込まれた結果

これらの結果に基づいたカスタマイズ、 保存、 エクスポート、 および印刷

の各種機能も用意されています。

Graph View ( グラフ表示 ) をカスタマイズ

提供されたツールで、 グラフ  ( メ インウ ィ ンド ウの Results ( 結果 )  のタ

ブに表示 ) の特定の領域をズームインできます。 デフォルトでは、 アプ リ

ケーシ ョ ンはグラフの最も重要な領域をズームインします。 また選択によ

り、 黒か白の背景でグラフを表示するこ とができます。 グラフをエクス

ポート または印刷する前に、 白の背景を使用するこ とが特に役立つ場合が

あ り ます。
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結果の管理

取得結果と情報を表示
グラフの特定の部分を見るには : 

 スク リーンの FTB-500 を押す時に 適用される希望のタイプのズームを

選択して ください ( あるいは、 マウスでグラフをク リ ッ ク して くださ

い )。

 希望のモードを選択して ください ( パン、 ズームタイプなど )。

利用可能なグラフの背景を切り換えるには :

ボタンをク リ ッ ク して、 希望の背景を選択してください。

オリジナルのグラフビューへ戻るには :

ボタンをク リ ッ ク して最も重要なグラフ領域に戻ってください。

取得結果と情報を表示

アプ リ ケーシ ョ ンで直接現在の結果と情報を見るこ とができます、 または

既存のファ イルからデータを再ロードできます。 

アプ リ ケーシ ョ ンは以下を提供します :

 あなたが指定した測定のための詳細を提示するウインド ウ

 すべての利用可能な測定の概要を提示するウインド ウ

ビュー領域の移

動 ( パン )

自動ズームイン

選択された領域で

ズームイン

自動ズームアウト

垂直ズーム

水平ズーム

水平と垂直のズーム
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結果の管理

取得結果と情報を表示
既存ファイルを再ロード

現在の結果や情報を失う こ とな く、 既存ファイルを再ロードできます。

既存ファイルを再ロードするには :

1. ボタンバーから Storage ( 保管 ) をク リ ッ ク して、 Open ( 開く ) をク

リ ッ ク します。

標準の Open ( 開く ) ダイアログボッ クスが表示され、 希望のファイル

を選択できます。

注記 : 同時にいくつかのファイルを選択するこ とによって、 ファ イル選択を早く

行えます。

2. 表示されるダイアログボッ クスでファ イルを選択したら、 Open ( 開く

) をク リ ッ ク してファ イルを読み込みます。

3. ボタンバーで Exit Storage ( 保管を終了 ) をク リ ッ ク します。

注記 : リ ス トから結果を選択するのを省略する と、 1 つを選択するまで、 メ イン

ウ ィ ンド ウの Results ( 結果 ) のタブが空のままで残るでし ょ う  ( 結果の表

示ページ 44 を参照 )。
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結果の管理

取得結果と情報を表示
結果の表示

アプ リ ケーシ ョ ンはグラフおよび、 特定の測定に関する詳細を含んだ結果

グ リ ッ ドを表示します。 これはまた、 現在の結果と再ロード されたファイ

ルの両方の概観を提供します。 概観ウインド ウでは、 測定ステータスを識

別するのに使うシンボルの説明文を見るこ とができます。

PMD を測定するよ うに設計された多くのデバイスが、 干渉法に基づいてい

ます。 この方法は、 得られた曲線がガウス分布に対応している と想定した

ものです。 偏波モード分散アナライザの特許取得済みデザインは、 新しい

アプローチを提案します。 

2 つの方法の間にリ ンクを作れるよ う、 アプ リ ケーシ ョ ンはガウス分布の

適格因数を提供します。 この因数に、 取得された PMD 値を掛ける と、 ガ

ウス分布ベースのアプローチで得られる値が出ます。

特定の結果および関連情報を表示するには :

1. メ インウ ィ ンド ウの Results ( 結果 ) のタブから、 測定セレクタの横の

矢印を使用して、 どの測定を表示するのかを指定して ください。

測定セレクタ
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結果の管理

取得結果と情報を表示
2. 提供されたダイアログボッ クスから、 希望の測定を選択してください。

Select ( 選択 ) をク リ ッ ク して選択を確認するか、 Cancel ( キャンセ

ル ) をク リ ッ ク して変更を破棄して ください。

それに従って、 グラフとグ リ ッ ド   が自動的にアップデート されます。 

アプ リ ケーシ ョ ンは一度に 1 つの結果だけを表示するため、 異なったファ

イバーを単一のファ イバーのセクシ ョ ンとみなしたい場合には、 リ ンク機

能を使用して ください ( 異なったファイバを単一のファ イバにリ ンクペー

ジ 52 を参照 )。
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結果の管理

取得結果と情報を表示
結果の全体像を表示するには :

ボタンバーで Storage ( 保管 ) をク リ ッ ク します。 すべての現在の結果と

オープンファイルがリ ス ト されています。

をク リ ッ ク して使用されるシンボルのリ ス ト を表示して ください。

特定の測定の情報を修正したい場合には、 果に文書を付けるページ 56 を

参照して ください。

測定ステータス

説明文

ボタン
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結果の管理

不要な結果の削除
不要な結果の削除

光ファイバの破断などの問題が生じた場合、 それに該当する間違った測定

結果を削除できます。 これは、 結果や統計の歪曲を防ぐのに役立ちます。

注記 : 測定 ( ファ イバではない ) を削除できるだけです。

重要
特定のファイル ( で表される ) からすべての測定を削除すると、この

ファイルはお使いの FTB-500 のハードディスクから自動的に削除されま

す FTB-500。
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結果の管理

不要な結果の削除
不要な結果を削除するには :

1. ボタンバーで Storage ( 保管 ) をク リ ッ ク します。

2. 提供された リ ス トから、 削除される測定を選択し、 Remove ( 削除 ) を

ク リ ッ ク して ください。

3. 確認メ ッセージが表示されます。 Yes ( はい ) をク リ ッ ク して、 確定し

ます。

4. 削除したい各測定について、 1 から 3 のステップを繰り返して くださ

い。

変更を保存した場合にだけ、 削除が有効になり ます ( 結果ファ イルの

保存ページ 62 を参照 )。 変更を破棄したい場合、 アプ リ ケーシ ョ ンが

ファ イルの保存を促したと きに、 「いいえ」 と答えて ください。
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結果の管理

統計を表示
統計を表示

FTB-5500B は以下の 2 つのタイプの統計を提供します :

 単一のファ イバ : 特定のファイバからの測定に基づく

 複数のファ イバ : 1 つまたは多くのファ イバからの測定に基づく

提供された値は、 PMD 値の平均、 標準偏差、 最小と最大の結果、 および係

数を含んでいます。

単一のファイバの統計表示 :

1. ボタンバーで Storage ( 保管 ) をク リ ッ ク します。 使用した結果がリ

ス トに表示されているこ とを確認して ください。 入力を終えたら、

Exit Storage ( 保管を終了 ) をク リ ッ ク します。

2. メ インウ ィ ンド ウで Tools ( ツール ) のタブを選択します。

Single-Fiber Statistics ( 単一のファ イバの統計 ) をク リ ッ ク して くだ

さい。 リ ス トの上の最初のファ イバの統計がグ リ ッ ドに現れます。

選択されたファイバの統計値

選択された

ファイバ

選択されたファ

イバに関連した

測定
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結果の管理

統計を表示
対応するボッ クスを選択するか、 またはク リ アして、 どの測定が統計

に考慮されなければならないかを指定できます。 
Select All ( すべて選択 ) のボタンによ り、 すぐにすべてのボッ クスを

選択できます。 
Select Valid ( 有効なものを選択 ) のボタンは、 指定されたしきい値を

超えていないすべての測定を選択します。

複数のファイバの統計を表示するには :

1. ボタンバーで Storage ( 保管 ) をク リ ッ ク します。 使用した結果がリ

ス トに表示されているこ とを確認して ください。 入力を終えたら、

Exit Storage ( 保管を終了 ) をク リ ッ ク します。

2. Tools ( ツール ) のタブをク リ ッ ク して ください。 Multiple-Fiber 
Statistics ( 複数のファ イバの統計 ) をク リ ッ ク して ください。 リ ス ト

上のすべてのファ イバに基づいた統計がグ リ ッ ドに現れます。

すべての選択されたファイバに基づいた統計

選択されたファ

イバ

ハイライトされ

たファイバに関

連した測定
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結果の管理

統計を表示
選択されたファイバリ ス トから対応するボッ クスを選択するか、 また

はク リ アして、 どのファ イバが考慮されなければならないかを指定で

きます。 Select All ( すべて選択 ) と Deselect All ( すべての選択を解

除 ) の各ボタンで、 すぐに選択を実行できます。

また、 各ファ イバに対して、 統計にどの測定を含ませなければならな

いかを指定できます。 希望のファ イバをク リ ッ クするだけで、 関連す

る測定を表示させ、 そして対応する測定ボッ クスを選択またはク リ ア

できます。 
Select All ( すべて選択 ) のボタンによ り、 すぐにすべてのボッ クスを

選択できます。 
Select Valid ( 有効なものを選択 ) のボタンは、 指定されたしきい値を

超えていないすべての測定を選択します。
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結果の管理

異なったファイバを単一のファイバにリ ンク
異なったファイバを単一のファイバにリンク

FTB-5500B は異なったファイバを リ ンクするのを可能にするため、 PMD 値

と係数があたかも単一のファイバのセクシ ョ ンになっているかのよ うにそ

れらを見るこ とができます。 これは直接端から端まで長いファイバをテス

トできない場合に役に立ちます。

アプ リ ケーシ ョ ンは新しいファ イバのセクシ ョ ンの数のみならず長さ、

PMD 値、 および係数に関しても情報を提供します。 全体のリ ンクの PMD
値は以下の方程式に対応しています :

新しいファイバの結果を見るには :

1. ボタンバーで Storage ( 保管 ) をク リ ッ ク します。 使用した結果がリ

ス トに表示されているこ とを確認して ください。 入力を終えたら、

Exit Storage ( 保管を終了 ) をク リ ッ ク します。

(PMD2 
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結果の管理

異なったファイバを単一のファイバにリ ンク
2. メ インウ ィ ンド ウで Tools ( ツール ) のタブを選択します。 Make Link 
( リ ンク作成 ) を選択して ください。 リ ス ト上のすべてのファ イバに基

づいた情報がグ リ ッ ドに現れます。

選択されたファイバリ ス トから対応するボッ クスを選択するか、 また

はク リ アして、 どのファ イバが考慮されなければならないかを指定で

きます。 Select All ( すべて選択 ) と Deselect All ( すべての選択を解

除 ) の各ボタンで、 すぐに選択を実行できます。

また、 各ファ イバに対して、 統計にどの測定を含ませなければならな

いかを指定できます。 希望のファ イバを選択して関連する測定を表示

し、 対応する測定ボッ クスを選択するか、 またはク リ アして ください。 
Select All ( すべて選択 ) のボタンによ り、 すぐにすべてのボッ クスを

選択できます。 
Select Valid ( 有効なものを選択 ) のボタンは、 指定されたしきい値を

超えていないすべての測定を選択します。

すべての選択されたファイバに基づく結果と情報

選択されたファ

イバ

ハイライトされ

たファイバに関

連した測定
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結果の管理

選択されたファイバで新しい結果ファイルを作成
選択されたファイバで新しい結果ファイルを作成 
さまざまなファ イルから と られたデータを、 希望のファイバを選択するこ

とによって単一のファイルに統合できます。 ファ イルの 1 つを上書きする

よ うに明確に求めない限り、 この新しいファ イルを作成しても元のファイ

ルに影響しません。

新しい結果ファイルを作成するには :

1. ボタンバーで Storage ( 保管 ) をク リ ッ ク します。 使用した結果がリ

ス トに表示されているこ とを確認して ください。 入力を終えたら、

Exit Storage ( 保管を終了 ) をク リ ッ ク します。

2. メ インウ ィ ンド ウで Tools ( ツール ) のタブを選択します。

Multiple-Fiber Statistics ( 複数のファイバの統計 ) または Make Link 
( リ ンク作成 ) が選択されているこ とを確認して ください。 

選択されたファイバリ ス トから対応するボッ クスを選択するか、 また

はク リ アして、 どのファ イバが考慮されなければならないかを指定で

きます。 Select All ( すべて選択 ) と Deselect All ( すべての選択を解

除 ) の各ボタンで、 すぐに選択を実行できます。

選択されたファ

イバ

ファイルジェ

ネレータボタ

ン

ハイライトされ

たファイバに関

連した測定
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結果の管理

選択されたファイバで新しい結果ファイルを作成
また、 各ファ イバに対して、 統計にどの測定を含ませなければならな

いかを指定できます。 希望のファ イバを選択して関連する測定を表示

し、 対応する測定ボッ クスを選択するか、 またはク リ アして ください。

Select All ( すべて選択 ) のボタンによ り、 すぐにすべてのボッ クスを

選択できます。 

Select Valid ( 有効なものを選択 ) のボタンは、 指定されたしきい値を

超えていないすべての測定を選択します。

3.  Tools  ( ツール ) タブから、 Build File ( ファ イル構築 ) をク リ ッ ク し

て ください。

4. う ながされたら、 ファ イルに希望の名前を付けて保存してください。
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結果の管理

果に文書を付ける
果に文書を付ける

よ り管理を容易にするために、 実行されたテス トにコ メン トや情報を加え

るこ とができます。 一般的な情報や特定の情報を含ませるこ と も可能で

す。 

一般情報はジ ョブ、 受信機、 およびソースに関係したものです。 特定の情

報はファイル、 ファ イバ、 そして測定に関連したものです。 この情報は後

でレポートかエクスポート された ASCII ファ イルに含ませるこ とができま

す。

一般情報の入力を早めるため、 すべての新しいテス トに使用されるテンプ

レート を定義できます ( テス ト情報のテンプレート を定義ページ 61 を参照

)。
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結果の管理

果に文書を付ける
一般情報を加えるには :

1. ボタンバーで Storage ( 保管 ) をク リ ッ ク します。 使用した結果がリ

ス トに表示されているこ とを確認して ください。 完了したら、 Exit 
Storage ( 保管を終了 ) をク リ ッ ク します。

2. メ インウ ィ ンド ウで Results ( 結果 ) のタブを選択します。 

3. どのテス ト を文書化するかを指定するには、 測定セレク タを使用して

このテス トに関連するあらゆる測定を選択して ください。

測定セレクタ

3

2
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結果の管理

果に文書を付ける
4. Click Notepad ( メモ帳 ) をク リ ッ ク して、 文書化ウ ィンド ウにアクセ

スして ください。

5. 必要に応じて、 ボッ クスに記入します。 入力を終えたら、 Exit 
Notepad ( メモ帳を終了 ) をク リ ッ ク します。

結果文書化イ

ンジケータ
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結果の管理

果に文書を付ける
特定情報を加えるには :

1. ボタンバーで Storage ( 保管 ) をク リ ッ ク します。 使用した結果がリ

ス トに表示されているこ とを確認して ください。 入力を終えたら、

Exit Storage ( 保管を終了 ) をク リ ッ ク します。

2. 測定セレクタで文書化したい項目を選択し、 Measurement 
Information ( 測定情報 ) ボタンをク リ ッ ク して、 文書化のウインド ウ

にアクセスして ください。

測定セレクタ
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結果の管理

果に文書を付ける
3. 必要に応じて、 ボッ クスに記入します。

修正を保存した場合にだけ、 修正が有効になり ます ( 結果ファ イルの

保存ページ 62 を参照 )。 変更を破棄したい場合、 アプ リ ケーシ ョ ンが

ファ イルの保存を促したと きに、 「いいえ」 と答えて ください。

重要
コメントを除き、測定のためにセットしたすべての情報が自動的に同じ

ファイバに関連している他の測定に適用されます。

選択されたファ

イバに関連した

測定
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結果の管理

テス ト情報のテンプレート を定義
テスト情報のテンプレートを定義

すべての新しいテス トの一般情報のボッ クスに記入を行うのに使用される

テンプレート を定義できます。 これによ り、 手動で各ボッ クスに記入する

代わりに、 少しの変更だけで済ませるこ とができます。

テスト情報のテンプレートを定義するには :

1. メ インウ ィ ンド ウで Parameters ( パラ メータ ) タブを選択します。 

2. Notepad ( メモ帳 ) をク リ ッ ク して、 文書化ウ ィンド ウにアクセスし

て ください。

3. ボッ クスに記入して必要に合ったテンプレート を組立ててください。

入力を終えたら、 Exit Notepad ( メモ帳を終了 ) をク リ ッ ク します。

入力した情報は、 実行するすべての新しいテス トに対応したボッ クスに自

動的に移されます。

テンプレート

モードインジ

ケータ
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結果の管理

結果ファイルの保存
結果ファイルの保存

結果ファイルは自動的に各測定後に保存されるか ( 取得パラ メータの設定

ページ 24 を参照 )、 必要に応じて手動で保存されます ( 現在のファイルま

たはすべてのオープンファ イル )。 

注記 : ファ イル名の完全なカスタマイズは、 一度に 1 個のファ イルを手動で保存

したと きにだけ可能です。

注記 : 前の結果がまだ保存されていない場合、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 新しいテス

ト を始める前にそれを保存するよ うに うながします。 

ファイルを保存するには :

ボタンバーから Quick Save ( ク ィ ッ ク保存 ) をク リ ッ クする と、 同時にす

べてのオープンファ イルを保存できます ( ファ イル名は要求されません )。

または

ボタンバーで Storage ( 保管 ) をク リ ッ ク します。 

 Save As ( 名前を付けて保存 ) では、 現在のファイルだけが保存されま

す ( ファ イル名を提供するよ うに うながされます )。

 Save All ( すべて保存 ) では、 同時にすべてのオープンファイルが保存

されます ( ファ イル名は要求されません )。
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結果の管理

結果とグラフのエクスポート
結果とグラフのエクスポート

FTB-5500B があれば、 結果とグラフをク リ ップボードにコピーするこ とに

よって、 すぐにレポート を作成できます。 その後、 ク リ ップボードの内容

は、 選択されたワードプロセッサの文書に貼るこ とができます。 グラフ

は、 スク リーンで見えているのとまった く同じものがエクスポート され (
ズーム係数と表示は保たれたままです ) ますが、 背景は除きます。

表やグラフを作成するために生データを使いたい場合は、 PMD ファ イルを

ファ イルコンバータでエクスポートページ 73 を参照して ください。

重要
情報はクリップボードに保存されるので、結果とグラフを同時にエクス

ポートできません。一度に 1 つずつ、コピーしてください。
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結果の管理

結果とグラフのエクスポート
クリ ップボードへ結果をエクスポートするには :

1. メ インウインド ウの Results ( 結果 ) のタブから、 測定セレクタを使用

して、 どの測定を表示するかを指定して ください。

2. Copy Results ( 結果をコピー ) をク リ ッ ク して ください。

3. これで、 例えば、 ワードプロセッサの文書などにク リ ップボードの内

容を貼るこ とができます。

測定セレクタ
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結果の管理

結果とグラフのエクスポート
グラフをクリ ップボードにエクスポートするには :

1. メ インウインド ウの Results ( 結果 ) のタブから、 測定セレクタを使用

して、 どの測定を表示するかを指定して ください。

2. 必要に応じてグラフ表示を調整して ください。 詳細は、 Graph View (
グラフ表示 ) をカスタマイズページ 41 を参照して ください。

3. Copy Graph ( グラフをコピー ) をク リ ッ ク して ください。

4. これで、 例えば、 ワードプロセッサの文書などにク リ ップボードの内

容を貼るこ とができます。

測定セレクタ
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結果の管理

レポート をカスタマイズ
レポートをカスタマイズ

FTB-5500B は印刷に使用される多くのレポート タイプを提供します。 それ

ぞれのタイプのレポートに関して、 文書にどの情報を含ませなければなら

ないかを指定できます。

レポートパラメータを設定するには :

1. ボタンバーから Print ( 印刷 ) をク リ ッ ク します。
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結果の管理

レポート をカスタマイズ
2. S のタブから、 必要性に合う よ うにレポート をカスタマイズして くださ

い。

 タイ トルを、Report Title ( レポート タイ トル ) のボッ クスに入力す

るこ とで、 カスタマイズできます。

 Browse (ブラウズ )ボタンを使用するこ とでロゴを加えるこ と も可

能です。

 見たいと思う情報に対応するボッ クスを選択できますが、 見たく

ないものはク リ アできます。

3. 完了したら、 ボタンバーから Exit Print ( 印刷終了 ) をク リ ッ ク して く

ださい。 レポートのパラ メータは将来の使用のために自動的に保存さ

れます。
偏波モード分散アナライザ 67



結果の管理

データ印刷
データ印刷

FTB-5500B は、 マイ ク ロ ソフ トのインターネッ ト  エクスプローラーから、

テス ト結果や統計を含んだレポート をプレビューして印刷できます。 レ

ポート用テンプレートの修正方法に関する情報は、 レポート をカスタマイ

ズページ 66 を参照して ください。

レポートをプレビューまたは印刷するには :

1. ボタンバーから Print ( 印刷 ) をク リ ッ ク します。
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結果の管理

データ印刷
2. Print ( 印刷 ) タブから、 希望のレポート タイプを選んでください。

注記 : グラフの外観がカスタマイズされない場合、 デフォルトの設定 ( ズーム要

素がない ) で表示されます。

注記 : Measurements Report ( 測定レポート ) のオプシ ョ ンを選択した場合にだ

け、 グラフがレポートに現れます。
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結果の管理

データ印刷
どの項目を含まなければならないかを選択して ください。 以下の表は

可能な選択に関する詳しい情報を与えるものです。

3. 完了したら Print ( 印刷 ) をク リ ッ ク して、 プレビューを開いてくださ

い。 文書をプリ ンタに送りたい場合、 マイ ク ロ ソフ トのインターネッ

ト  エクスプローラーの Print ( 印刷 ) 機能を使用してください。

4. ボタンバーから、 Exit Print ( 印刷終了 ) をク リ ッ ク してメ インウイン

ド ウに戻ってください。

もし、 以下を選択した場
合

指定して ください

測定 レポートにどの測定を含ませるかは、 対応す
るボッ クスを選択するこ とによって行いま
す。

Select All ( すべて選択 ) または Deselect All 
( すべての選択を解除 ) をク リ ッ クするこ と
で、 同時にすべてのボッ クスをすぐに選択、
またはク リ アできます。

ファ イバ レポートにどのファ イバを含ませるかは、 対
応するボッ クスを選択するこ とによって行い
ます。

Select All ( すべて選択 ) または Deselect All 
( すべての選択を解除 ) をク リ ッ クするこ と
で、 同時にすべてのボッ クスをすぐに選択、
またはク リ アできます。

統計 現在のウインド ウからはファ イバも測定の選
択もできません。 含ませたいファイバを選択
できますが、 個々の測定は選択できません。

リ ンク 現在のウインド ウからはファ イバも測定の選
択もできません。 含ませたいファイバを選択
できますが、 個々の測定は選択できません。
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結果の管理

結果ファイルを閉じる
結果ファイルを閉じる

結果の管理を容易にするため、 結果ファ イルを手動で閉じれます。

注記 : 偏波モード分散アナライザアプ リ ケーシ ョ ンを終了する前に、 ファ イルを

手動で閉じる必要はあ り ません。 結果ファイルの一部が保存されていない

場合、 保存を求めるプロンプ トが表示されます。

ファイルを閉じるには :

1. ボタンバーで Storage ( 保管 ) をク リ ッ ク します。

 現在のファ イルだけを閉じるには、Close ( 終了 ) をク リ ッ ク して く

ださい。

 同時にすべてのオープン ファ イルを閉じるには、 Close All ( すべ

て閉じる ) をク リ ッ ク して ください。

2. 完了したら、 ボタンバーから  Exit Storage ( 保管終了 ) をク リ ッ ク し

てメ インウインド ウに戻ってください。
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7 PMD ファイルをファイルコンバー
タでエクスポート

ファ イルエクスポート ツールは、 波長分散ファイルを特定の形式でエクス

ポートするよ うに設計されています :

 PMD-5500ファ イルからPMD-5500Bファ イルへ (前のPMD アナライザで

作成されたファ イルのロードが可能になり ます )

 PMD-5500 ファ イルから ASCII ファ イルへ

 PMD-5500B ファ イルから ASCII ファ イルへ

また、 必要な情報だけをエクスポートするこ とによって、 作成されたファ

イルのコンテンツを完全にカスタマイズできます。
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PMD ファイルをファイルコンバータでエクスポート

ファ イルコンバータの起動と終了
ファイルコンバータの起動と終了

コンバータを起動するには :

 ToolBox (ツールボッ クス)からApplications (アプ リ ケーシ ョ ン)のタブ

をク リ ッ ク。 PMD File ImportExport (PMD ファ イルのインポート と

エクスポート ) をク リ ッ ク。

または

 FTB-5500Bのアプリ ケーシ ョ ンから、Storage (保管 )のボタンをク リ ッ

ク します。 Converter ( コンバータ ) をク リ ッ ク。
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PMD ファイルをファイルコンバータでエクスポート

ファ イルコンバータの起動と終了
ファ イルコンバータのメ インウ ィンド ウが表示されます。

コンバータを終了するには :

 メ インウ ィ ンド ウの右上角の   をク リ ッ ク します。

 ファンクシ ョ ンバーの下の Exit ( 終了 ) ボタンをク リ ッ ク します。

ファンク

ションタブ

エクスポー

トされる

ファイル

エクスポー

トプロセス

に関する情

報
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PMD ファイルをファイルコンバータでエクスポート

エクスポートパラ メータの設定
エクスポートパラメータの設定

1 つの形式におけるデータを別の形式にエクスポートする前に、 次を定義

しなければなり ません。

 どの情報をエクスポート しなければならないのか。 一般的なテス ト情

報 ( ファ イバ ID、 しきい値、 PMD 値など ) および取得された ト レース

からのポイン ト をエクスポートできます。 これは、 例えばマイ クロ ソ

フ ト  エクセルを使用してグラフを作成する場合に、 特に役立ちます。

 変換タイプ (PMD-5500 から  PMD-5500B、 PMD-5500 から  ASCII または

PMD-5500B から  ASCII)。

 ファ イルのエクスポート先。

設定されたパラ メータは、 変更されるまで変化しません。 これはコン

ピュータをシャ ッ ト ダウンしてから利用可能です。

エクスポートするパラメータを設定するには :

1. ファ イルコンバータツールを開く  ( ファ イルコンバータの起動と終了

ページ 74 を参照 )。

2. 希望する変換タイプを選んでください。
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PMD ファイルをファイルコンバータでエクスポート

エクスポートパラ メータの設定
3. ASCII 形式への変換を選択した場合、 Settings ( 設定 ) ファンクシ ョ ン

タブから、 エクスポート をしたい情報に対応するすべてのボッ クスを

選択して ください。

注記 : Interferometric Envelope ( 干渉エンベロ ップ ) を選択する と、 テス トの

間に取得されたすべてのポイン トがエクスポート されます。

4. Export Folder ( エクスポート フォルダ ) パネルから Browse ( ブラウ

ズ ) ボタンをク リ ッ ク して、 どのフォルダにエクスポート されたファ

イルを保存するかを指定して ください。
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PMD ファイルをファイルコンバータでエクスポート

PMD ファ イルのエクスポート
PMD ファイルのエクスポート

エクスポートパラ メータが設定される と、 PMD ファ イルをエクスポートで

きます。 エクスポートできなかったファ イル ( 例えば、 エラーファイル ) 
はスキップされ、 そのエクスポート ステータスは 「Failed ( 失敗 )」 に変更

されます。

PMD ファイルをエクスポートするには :

1. 必要な場合、 エクスポート したいファ イルを閉じて ください ( 結果

ファ イルを閉じるページ 71 を参照 )。

2. 必要な場合、 コンバータを起動して ください ( ファ イルコンバータの

起動と終了ページ 74 を参照 )。

3. 必要な場合、 エクスポートパラ メータを設定して ください ( エクス

ポートパラ メータの設定ページ 76 を参照 )。

4. ファ イルコンバータの Converter ( コンバータ ) ファンクシ ョ ンタブ

をク リ ッ ク して ください。

5. ファ イルを選択して ください。

5a. Files to Export ( エクスポートするファ イル ) のパネルから Add 
( 追加 ) をク リ ッ ク して ください。

標準の Open ( 開く ) ダイアログボッ クスが表示され、 任意の

ファ イルを選択できます。

注記 : 同時にいくつかのファイルを選択するこ とによって、 ファ イル選択を早く

行えます。

重要
ファイルエクスポートの際のエラーを避けるには、使用を意図するすべ

てのファイルが確実に閉じられるようにしてください。Results ( 結果 )
のタブ ( 偏波モード分散アナライザメインウインドウ内 ) 選択された

ファイルは開いていると見なされます。
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PMD ファイルをファイルコンバータでエクスポート

PMD ファ イルのエクスポート
5b. 完了したら、 Open ( 開く ) をク リ ッ ク して、 ファ イルを リ ス ト

に移動して ください。

特定のファ イルを選択して、 Remove ( 削除 ) を使用するこ とによっ

て、 それを削除するこ とができます。 すぐにリ ス ト を空にしたい場合

は、 Remove All ( すべて削除 ) を選択して ください。

6. Export Control ( エクスポート コン ト ロール ) パネルから、 Export 
File(s) ( エクスポート ファ イル ) ボタンをク リ ッ ク して、 エクスポー

トのプロセスを開始して ください。

エクスポート成功

エクスポート失敗
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8 メンテナンス
長期的かつ故障がない運転を実現するには :

 光ファ イバコネク タを使用する前に必ず点検し、 必要であればク リー

ニングします。

 装置を埃から守り ます。

 装置の筺体とフロン トパネルを、 少量の水で湿らせた布できれいにし

ます。

 装置を清潔かつ湿度の低い場所で室温保管します。 装置に直射日光が

当たらないよ うにします。

 高湿度や大幅な温度変化を避けます。

 不要な衝撃や振動を避けます。

 装置の上または中に液体がこぼれた場合は、 直ちに電源をオフにした

上に外部電源から切断し、 電池を取り除いて装置を完全に乾かします。

警告
本書に記載される以外の制御、調整、または手順を実施すると、危険な

レーザー光線にさらされる恐れがあります。
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メンテナンス

固定コネクタのク リーニング
固定コネクタのクリーニング

コネク タを定期的にク リーニングするこ とで、 最高性能の維持を助けま

す。 装置を分解しないでください。 それはコネク タの破損につながり ま

す。

固定コネクタをクリーニングするには :

1. 糸屑のない柔らかい布を 4 つに折って正方形を作ってください。

2. 糸屑のない柔らかい布の真ん中を、 1 滴のイソプロピル ・ アルコール

で濡らして ください。

3. 折り畳んだ布の濡れた部分で、 3 回、 コネクタのスレッ ドをゆっ く り

拭いてください。

4. 乾いた糸屑のない柔らかい布で、 3 回回転するよ うに同じ表面をゆっ

く り拭いてください。

5. 1 回使用したらその布は捨ててください。

重要
アルコールを大量に使うと、跡が残ることがあります。ボトルの先端と

布が触れないようにし、表面をすばやく拭くようにしてください。ま

た、一度に一滴ずつしかアルコールが出ないボトルを使用してくださ

い。

重要
イソプロピル・アルコールは、約 10 秒で気化します。イソプロピル・

アルコールが絶対的に純粋なものではないので、蒸発で微小な跡が残る

ことがあります。蒸発が起こる前に表面を必ず乾かしてください。
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メンテナンス

固定コネクタのク リーニング
6. 1 滴のイソプロピル ・ アルコールでク リーニング綿棒の先端 (2.5 mm
の先端 ) を湿らせてください。

7. ク リーニング綿棒の先端をゆっ く り  コネク タの内側の口金まで挿入し

ます ( 時計回りにゆっ く り回すと、 よ り きれいにな り ます )。

8. ク リーニング綿棒の先端をゆっ く り丸一回転させます。

9. ク リーニング綿棒の先端を引き出すまで回転させ続けます。

10. 7 から  9 のステップを繰り返して ください。 ただし、 今回は乾いたク

リーニング綿棒の先端 (EXFO が提供する 2.5 mm の先端 ) を使います。

注記 : ク リーニング綿棒の先端の柔らかい端部には触れないよ うにして くださ

い。 そして、 綿の先端部が清潔なこ とを確かめてください。

11. 1 回使用したらそのク リーニング綿棒の先端は捨ててください。

重要
アルコールを大量に使うと、跡が残ることがあります。ボトルの先端と

布が触れないようにし、表面をすばやく拭くようにしてください。ま

た、一度に一滴ずつしかアルコールが出ないボトルを使用してくださ

い。

7
8

9
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メンテナンス

EUI コネク タのク リーニング
EUI コネクタのクリーニング

EUI コネクタを定期的にク リーニングするこ とで、 最高性能の維持を助け

ます。 装置を分解する必要はあ り ません。

EUI コネクタの説明 :

1. UI を装置から取り外し、 コネクタのベースプレート とフェルールを露

出します。

2. 2.5 mm のク リーニング綿棒に、 イ ソプロピル ・ アルコールを一滴垂ら

します ( アルコールを大量に使用する と拭き跡が残る場合があ り ます

)。

3. 綿棒をゆっ く り  UI アダプタの中に挿入し、 逆側から出るよ うにします 
( 時計回りにゆっ く り回すと、 よ り きれいになり ます )。

4. ク リーニング綿棒を優し く一回転させ、 そのまま回しながら引き出し

ます。

重要
内部コネクタが損傷を受けた場合、モジュールの筺体を開き、新しい

キャリブレーションが必要となります。

押す

回す

引く

3

4 5
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メンテナンス

EUI コネクタのク リーニング
5. 乾いたク リーニング綿棒で、 3 から  4 の手順を繰り返します。

注記 : ク リーニング綿棒の柔らかい側の先端に触れないよ うにして ください。

6. 次の手順に従って、 コネク タポート内のフェルールをク リーニングし

ます。

6a. リ ン ト フ リー ( 糸くずの出ない ) の柔らかい布に、 イ ソプロピ

ル ・ アルコールを一滴垂らします。

6b. コネク タ とフェルールを軽く拭きます。

6c. 乾いた リ ン ト フ リー ( 糸くずの出ない ) の柔らかい布で、 コネク

タ とフェルールが完全に乾く まで同じ表面を軽く拭きます。

6d. 携帯用の光ファイバ顕微鏡 (EXFO の FOMS など ) または光ファイ

バ検査プローブ (EXFO の FIP など ) を使用してコネクタの表面を

確認します。

7. EUI を装置に戻します ( 押して、 右回りに回転 )。

8. ク リーニングに使用した綿棒と布は廃棄します。

重要
イソプロピル・アルコールを大量に使用したり、蒸発するまで放置 ( 約 
10 秒 ) すると、跡が残る場合があります。

ボトルの先端と布が触れないようにし、表面をすばやく拭くようにして

ください。

警告
装置の作動中にコネクタの表面を目で確認すると、目に永久的な損傷を

与えます。
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メンテナンス

装置の再キャ リブレーシ ョ ン
装置の再キャリブレーション

製造 / サービスセンターのキャ リブレーシ ョ ンは、 ISO/IEC17025 規格に基

づいており、 お客様との事前の合意がない限り、 キャ リブレーシ ョ ン文書

にキャ リブレーシ ョ ンの推奨間隔を記載してはならないと定めています。

仕様の有効性は、 運転環境によって異な り ます。 例えば、 キャ リブレー

シ ョ ンの有効期間は、 使用度、 環境条件、 装置のメンテナンスによって延

長 ・ 短縮されます。 必要と される精度に応じて、 十分なキャ リブレーシ ョ

ン間隔を決定して ください。

通常の使用では、 EXFO 装置 を毎年キャ リブレーシ ョ ンするこ とをお奨め

します。

リサイクルおよび廃棄 ( 欧州連合のみに適用 )
欧州指令 WEEE 2002/96/EC に基づく リサイ クル / 廃棄の完全情報について

は、 EXFO ウェブサイ ト  (www.exfo.com/recycle) をご覧ください。 
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9 ト ラブルシューティング

よ くある問題の解決策

EXFO のテクニカルサポートにお問い合わせになる前に、 下記の問題の解

決策を検討して ください。

メ ッセージ 考えられる原因 解決策

検出された信号はユーザー
が選択した帯域の外にあ り
ます。

選択された帯域で信号が
まったく検出されませんで
した。 しかしながら、 別の
信号が指定された帯域の外
で検出されました。 アプリ
ケーシ ョ ンは、 指定された
帯域を使用するこ とで測定
しよ う とするでし ょ う。

 ソースがオンになってい
るこ とを確認して くださ
い。

 ソースの波長が偏波モー
ド分散アナライザに選択
された帯域にマッチする
こ とを確認して くださ
い。

強い信号が選択された帯域
の外で検出されました。 測
定が誤っているかもしれま
せん。

選択された帯域で検出され
た信号。 しかしながら、 別
の強い信号が全体の測定帯
域のほかの場所で検出され
ました。 測定精度が影響を
受けるこ とがあ り ます。

偏波モード分散アナライザ
に選択された帯域にマッチ
しない波長で光を発する
ソースをオフにして くださ
い。

検出された狭周波数帯光学
ソース。 測定が誤っている
かも しれません。

使用されているソースは非
常に狭い帯域幅を持ってお
り、 これは正確な PMD 測定
の妨げになり ます。

 LED か SLED ソースを使
用して ください。

 狭い帯域幅のソースが、
選択されたバンドに使用
されないよ うにして くだ
さい。

信号の周波数範囲は測定範
囲から外れています。 取得
操作はキャンセルされまし
た。

信号の周波数範囲が測定範
囲から外れています 
(160 THz から 250 THz)。

 波長が偏波モード分散ア
ナライザの帯域に合って
いるソースを使用して く
ださい。

 ソースパワーが確実に十
分なものになるよ うにし
て ください。
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トラブルシューティング

よ く ある問題の解決策
低 SN 比。 選択された帯域のパワーが
低過ぎます。

 よ り高い出力パワーがあ
るソースを使用して くだ
さい。

 慎重にコネクタをきれい
にして ください。

 接続が適切に行われてい
るこ とを確認して くださ
い。

 ソースの波長が偏波モー
ド分散アナライザに選択
された帯域にマッチする
こ とを確認して くださ
い。

カップ リ ングモードの選択
にエラーの可能性があ り ま
す。

選択されたカップ リ ング
モード  ( テレコムまたは偏
波維持 ) が偏波モード分散
アナライザの検出したカッ
プ リ ングモードに合ってい
ません。 計算は、 選択され
たカップ リ ングモードを使
用して実行されます。

選択されたカップ リ ング
モードが適切なものになる
よ うにして ください。

信号が低過ぎて PMD 値を計
算できません。 取得操作は
キャンセルされました。

 選択された帯域のパワー
が低過ぎます。

 使用されているソースが
変調しています。

 入力パワーが確実に十分
なものになるよ うにして
ください。

 LED か SLED ソースを使
用して ください。

信号は飽和になっています。
PMD 値を計算できません。
取得操作はキャンセルされ
ました。

パワーが高すぎます。 ソース出力パワーを減少さ
せてください。

メ ッセージ 考えられる原因 解決策
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ト ラブルシューテ ィング

よ くある問題の解決策
仕様が保証されていません。
再テス ト を推奨します。

PMD 値が装置の仕様の中に
入っていない可能性があ り
ます。

 PMD アナライザが弱い
カップ リ ングデバイスか
ら低い PMD 値を測定し  
( 例えば、 PMF)、 アナ
ライザ入力の偏波状態が
不適切です。

 測定中の外部の寄生的な
信号 ( 例えば、 ライブ
ファ イバー )

 偏波状態を変えて再テス
トするために、 ファ イバ
またはデバイスをわずか
に動かして ください。

 寄生的な信号を取り除い
て、 再テス ト して くださ
い。

メ ッセージ 考えられる原因 解決策
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トラブルシューティング

オンライン マニュアルの参照
オンライン マニュアルの参照

オンライン バージ ョ ンの FTB-5500B ユーザー ガイ ドはアプ リ ケーシ ョ ン

からいつでも利用可能です。

オンラインユーザーガイドにアクセスするには :

ファンクシ ョ ンバーの Help ( ヘルプ ) をク リ ッ ク します。
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ト ラブルシューテ ィング

技術サポート グループへのお問い合わせ
技術サポートグループへのお問い合わせ

本製品のアフターサービスまたは技術サポート をご利用になるには、 次の

いずれかの電話番号で EXFO にお問い合わせください。 技術サポート グ

ループは、 月～金の午前 8 時から午後 7 時まで ( 東部標準時 ) ご利用いた

だけます。

技術サポートの詳細については、 EXFO ウェブサイ ト  (www.exfo.com) を
参照して ください。

 

お問い合わせの際は、 対応を早めるため、 製品番号やシ リ アル番号 ( 製品

識別ラベルを参照下記に見本を表示 )、 問題の内容をお手元にご用意くだ

さい。

技術サポートグループ
400 Godin Avenue
QuebecG1M 2K2
CANADA

1 866 683-0155 ( 米国およびカナダ
)
電話 :1418683-5498
Fax:1 418 683-9224
サポート @exfo.com

FTB-5500B-XX

コネクタ 
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輸送
ソフ ト ウェアおよびモジュールのバージ ョ ン番号を求められる場合があ り

ます。 この情報および技術サポートのお問い合わせ先は、 ファンクシ ョ ン

バーの About ( バージ ョ ン情報 ) をク リ ッ クするこ とで、

輸送

本装置を移動する際には、 仕様の温度範囲を超えないよ うにして くださ

い。 輸送中の損傷は、 不適切な取り扱い方によって生じます。 損傷の可能

性を最小限に抑えるため、 次の手順に従う こ とが推奨されます。

 発送する際には、 装置を元の梱包材料で梱包します。

 高湿度や大幅な温度変化を避けます。

 装置に直射日光が当たらないよ うにします。

 不要な衝撃や振動を避けます。
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10 保証

一般情報

EXFO Inc. (EXFO)  は、 本装置が発送されてから   1 年間、 その材質と仕上

がりにおいて瑕疵がないこ とを保証します。 また EXFO は、 通常の使用に

おいて、 本装置が該当する仕様を満たすこ とを保証します。

保証期間の間、 本装置の修理が必要になった場合、 あるいは当初のキャ リ

ブレーシ ョ ンが誤っていた場合、 EXFO はその自由裁量によ り、 欠陥品の

修理、 交換、 返金、 製品の点検または調整を無償で行います。 保証期間中

にキャ リブレーシ ョ ン検査のために本装置が返送され、 公開仕様すべてを

満たすものと認められた場合、 EXFO はキャ リブレーシ ョ ンの正規手数料

を請求します。 EXFO Inc. は、 本装置が発送されてから  1 年間、 その材質

と仕上がりにおいて瑕疵がないこ とを保証します。

本保証は、 商品性や特定目的への適合性などの黙示保証を含むがこれらに

限定されない、 明示、 黙示、 または法定のその他の保証すべてに代わるも

のです。 EXFO は、 いかなる場合も、 特別、 偶発的、 または結果的損害に

対して責任を負いません。

重要
次の場合に、保証が無効になることがあります。

 許可を得ていない者または非 EXFO 要員によって装置が不正に変更、

修理、または作業された場合。

 保証シールが取り外された場合。

 本書で指定される以外の筺体ネジが取り外された場合。

 本書で指定される方法以外の方法で筺体が開けられた場合。

 装置のシリアル番号が改ざん、消去、取り外された場合。

 装置が誤用、不注意、または事故により損傷した場合。
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保証

責任
責任

EXFO は、 本製品の使用によって生じる損害、 本製品に接続される機器の

性能故障、 あるいは本製品が属するシステムの障害に対して責任を負いま

せん。

EXFO は、 本製品およびその付属品やソフ ト ウェアの不適切な使用または

未許可の改造に起因する損害に対しても、 責任を負わないものと します。

除外

EXFO は、 購入済みの装置を修正する義務を生じさせるこ とな く、 同社の

いかなる製品に対しても、 その設計または構成をいつでも変更できる権利

を留保します。 ヒ ューズ、 表示灯、 電池、 およびユニバーサル ・ インタ

フェース  (EUI) を含むがこれらに限定されない、 EXFO 製品と共に使用さ

れる付属品は、 本保証の対象外です。

不適切な使用または取り付け、 通常の使用による正常損耗、 事故、 乱用、

不注意、 火災、 水漏れ、 落雷、 またはその他の天災、 製品外部の原因、 あ

るいは EXFO の力の及ぶと ころでないその他の要因に起因する故障は、 保

証対象外と しています。

証明書

EXFO は、 本装置の工場出荷時に公開仕様を満たしていたこ とを証明しま

す。

重要
EXFO は、誤用または不適切なクリーニングにより損傷を受けた光ファ

イバコネクタの交換に対して、手数料を請求します。
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保証

保守修理
保守修理

EXFO は、 購入日よ り  5 年間、 製品の保守修理を行います。

保守修理のために装置を返送するには :

1. EXFO のいずれかの認定サービスセンターにお問い合わせください 
(EXFO の世界各地のサービスセンターページ 96 を参照 )。 サポート要

員が、 装置の保守、 修理、 またはキャ リブレーシ ョ ンの必要性を判断

します。

2. 装置を  EXFO または認定サービスセンターに返送する必要がある場合、

サポート要員は返品承認 (RMA) 番号を発行し、 郵送先住所をお教えし

ます。

3. 可能な場合は、 修理のために装置を返送する前に、 データをバッ ク

アップします。

4. 装置を元の梱包材料で梱包します。 欠陥とそれを観察した条件 ・ 環境

を詳細に記載した一覧表または報告書を含めるよ うにして ください。

5. サポート要員が指示した住所宛に、 送料前払いで装置を返送します。

RMA 番号を必ず出荷票に下記込んでください。 EXFO は RMA 番号を持

たないパッケージの受取は拒否して返却します。

注記 : 返品された装置の試験後、 該当する仕様を満たすものと判明した場合、 試

験設定費が発生します。

装置は修理後に、 修理報告書と共に返送されます。 装置が保証外である場

合、 当該報告書に記載される費用を請求します。 保証期間内の装置につい

ては、 がお客様への返送料を支払います。 保証期間内の装置については、

EXFO がお客様への返送料を支払います。 輸送中の保険費用が必要な場合

は、 お客様負担とな り ます。

定期的な再キャ リブレーシ ョ ンは、 どの保証プランにも含まれていませ

ん。 キャ リブレーシ ョ ン / 検査は、 基本または延長保証の対象になってい

ないため、 一定期間の FlexCare キャ リブレーシ ョ ン / 検査パッケージをご

購入になるこ と もできます。 認定サービスセンターにお問い合わせくださ

い (EXFO の世界各地のサービスセンターページ 96 を参照 )。
偏波モード分散アナライザ 95



保証

EXFO の世界各地のサービスセンター
EXFO の世界各地のサービスセンター

製品の保守修理が必要な場合は、 最寄りの認定サービスセンターまでお問

い合わせください。

EXFO Headquarters Service Center (
本社サービスセンター )
400 Godin Avenue
QuebecG1M 2K2
CANADA

1 866 683-0155 ( 米国およびカナ
ダ )
電話 :1 418 683-5498
Fax:1 418 683-9224
quebec.service@exfo.com 

EXFO Europe Service Center ( ヨー
ロッパサービスセンター )
Omega Enterprise Park, Electron Way
Chandlers Ford, HampshireS0534SE
ENGLAND

電話 :+442380246810
Fax:+442380246801
europe.service@exfo.com 

EXFO Telecom Equipment
(Shenzhen) Ltd.
3rd Floor, Building 10,
Yu Sheng Industrial Park (Gu Shu 
Crossing), No. 467, 
National Highway 107, 
Xixiang, Bao An District, 
Shenzhen, China, 518126

電話 :+86 755 29553100
Fax:+86 755 29553101
beijing.service@exfo.com 
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11 技術仕様

重要
下記の技術仕様は、予告なく変更される場合があります。本セクション

に記載される情報は、参考目的でのみ提供されています。本製品の最新

の技術仕様を入手するには、EXFO ウェブサイト www.exfo.com をご覧

ください。

SPECIFICATIONS

Wavelength range (nm) 1260 to 1675 (O to U band)
Measurement range (ps) 0 to 115
Sensitivity a (dBm) –45
Measuring time (s) 4.5 (for any PMD value)
Absolute uncertainty (strong mode coupling) b (ps) ± (0.020 + 2 % of PMD)
Allows measurement through EDFA Yes (above 120 EDFAs)

GENERAL SPECIFICATIONS

Temperature
operating 0 °C to 40 °C (32 °F to 104 °F)
storage –40 °C to 70 °C (–40 °F to 158 °F)

Relative humidity 0 % to 93 % non-condensing
Size (H x W x D) (module only) 9.6 cm x 7.6 cm x 26.0 cm (3 3/4 in x 3 in x 10 1/4 in)
Weight (module only) 1.5 kg (3.4 lb)

Notes

a. Typical, for C band. May be increased with averaging. With the FLS-5800, the typical dynamic range is 47 dB.

b. For C band, assuming averaging over all states of polarization.
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12 第三者広帯域光源の使用
FTB-5500B と組み合わせて第三者供給者からの広帯域の光源を使用できま

す。 しかしながら、 広帯域のソースがアナライザの通常の運用を損なわな

いよ うにするためには、 あるいはその仕様の一部を低下させないよ うにす

るためには、 いくつかの単純で基本的な基準を尊重しなければなり ませ

ん。

コンプライアンス基準

 基準 1: ソース変調

理想的には、 テス トにおいて広帯域のソースから放たれてデバイスに

向けられた光は、 周期的なパワー変調や位相変調があってはいけませ

ん。 それにもかかわらず、 以下の条件が守られる と きは常に、 周期的

な変調がアナライザの通常運用を損な う こ とはあ り ません。

Equation 1

この場合、 fm は周期的変調の基本的周波数です。 周期的変調の基本的

周波数は 500 kHz よ り も高くなければなり ません。 よ り一般的に言え

ば、 変調波形のスペク トルの最小周波数は 500 kHz よ り高くなければ

な り ません。

 基準 2: ソーススペク トル

広帯域のソーススペク トルの妥当性は、 正確な数量的規準を通して容

易に判断できます。 関連広帯域のソーススペク トルの基本特性は、 対

応する自動相関関係の rms 幅です。 自動相関関係はスペク トルのフー

リエ積分変換に対応しています。 これは遅延  の関数です。 広帯域の

ソースがパッチコードで直接干渉計入力に接続される と、 表示された

インターフェログラムを保存するこ とによって、 自動相関関係の正し

い見積り を得るこ とができます。

自動相関関係の rms 幅は干渉法 ( 4 ページ 101 の公式 ) の基本的な不

確実性を決定します。 自動相関関係の rms 幅が小さければ小さいほ

ど、 基本的な不確実性がよ り小さ くな り ます。 不確実性が、 専用の

EXFO ソースを使用する指定された不確実性に等しい、 またはそれよ

り小さいこ とがど う しても必要と される場合には、 自動相関関係の

rms 幅、 は、 よ り も小さいものでなければなり ません。

fm 500 kHz

0 0.1 ps
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第三者広帯域光源の使用

コンプライアンス基準
Equation 2

リ ップルのないガウス分布の形をしているスペク トルの特定の場合、

Equation 2 は～に対応

Equation 3

(30.0 nm @ 1550 nm、21.5 nm @ 1310 nm)

基準 2 が満たされなくても、 計器は通常に作動しますが、 次のページ 
( 4 ページ 101 の公式 ) で与えられた不確実性公式に応じて、 不確実性

仕様が変化するでし ょ う。

リ ップルまたは FWHM に関して一般仕様を求めてもむだです。 これら

のパラ メータで状態を正確に数量化するのは不可能だからです。 自動

相関関係のインターフェログラムは rms 幅を通して調べる関連関数で

す。

0 0.1 ps

FWHM 3.75 THz
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第三者広帯域光源の使用

不確実性公式
不確実性公式

自動相関関係 rms 幅、 、 測定された PMD 値、 さまざまな I/O-SOP (DUT
の入出力のと きに変換器を使用 ) で行われる測定の数の関数と して平均不

確実性を決定するのに以下の公式を使用できます。

 すべての事例 :

Equation 4

 大きい PMD:

時に 

注記 : さまざまな入出力 -SOP で十分な数 N の測定を実行する と、 平均 PMD の

不確実性はかな り減少します。 ランダムに配分された入出力 -SOP に関し

ては、 不確実性は～の因数によって減少します。

3 ページ 100 の公式に応じた 。 しかしながら、 規則的に配列され

たグ リ ッ ドでポアンカレ球面をカバーする I/O-SOP の適切かつ決定論的な

セッ ト を使用する と、 改良因数は代わりによ り効率的な に向かう傾向

があ り ます

0

PMD

PMD
-----------

1
N
---

1
8
3
------– 
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1
4
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--------- 
  2+

--------------------------------------=
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0

--------- 1»
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第三者広帯域光源の使用

不確実性公式
注記 : 継続的なランダムな I/O-SOP 変換は、 計器スキャンとの同期なしで行えま

す。 時間と共に継続的に実行される自動の偏波変換器 / コン ト ローラが

DUT の入出力に挿入されます ( これらのうちの 1 つだけでは足り ません )。
非常に効果的な変換を確実にするためには、 SOP 変換器の帯域幅が少なく

と も数 Hz なければなり ません。 また、 アナライザの通常作動を損なわな

いためにはそれが数 kHz に制限される必要があ り ます。

注記 : 自動相関関係のインターフェログラムの rms 幅、 E() は以下の通り定義さ

れます。

Equation 50

2 E ( ) d 

E ( ) d
---------------------------------
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